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序

本書は県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業釈迦堂地区における農道建設工

事に伴って実施された、甲州市 と笛吹市にわたって所在する物見塚遺跡の甲州市地内調

査区発掘調査報告書であります。

物見塚遺跡は甲府盆地東南部に展開する京戸川扇状地の扇頂部付近に立地 してお り、

甲府盆地内における扇状地の中でも非常に急傾斜の扇状地形となってお ります。このよ

うな平坦地の少ない地形に立地する物見塚遺跡からは、縄文時代早期末～前期初頭、前

期後半代の土坑、ピット、溝状遺構が検出されました。本調査区内は土壌改良による天

地返しが行われていたこともあって、遺跡の残存状況はあまり良 くありませんでしたが、

北側に展開する釈迦堂遺跡群との関連を示唆するような縄文式土器片も発見されました。

中でも自然流路と考えられた溝状遺構 SDlは、巨大な礫が流れこんだ状況を確認でき、

砂礫層中から発見された土器片からは水流の影響で磨耗 した痕跡が見出され、かなりの流

水量をほこったであろうことが推定されます。これらは物見塚遺跡の旧景観がどのよう

なものであったのかを考える材料 となり、土器片が流路内に流れ着いていることも、本

調査区周辺に遺跡が展開していることを示すものであ ります。また隣接 して実施された

笛吹市地内調査区においても縄文時代早期末～前期初頭の竪穴建物跡、土坑、ピットな

どが検出していることから、それを相互に補え合えることが示されたといえます。

最後になりましたが、遺跡発掘調査ならびに報告書作成に関係して、多大なるご理解とご協力を

賜った関係諸機関および関係者の皆様方に深 く感謝申し上げる次第であります。

平成22年 3月 15日

甲州市教育委員会

教育長 古 屋 正 吾
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調査に至る経緯

山梨県が計画を進めていた県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業釈迦堂地区における農道

建設工事計画は、笛吹市および甲州市の両市にまたがっており、それぞれ「物見塚遺跡」として埋蔵

文化財包蔵地が存在していたため、笛吹市教育委員会と甲州市教育委員会は、事業主である山梨県峡

東農務事務所と協議をおこなった結果、果樹の収穫後、県が用地を買収した時点で、遺構の内容およ

び検出面の深度等を把握するための試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は、甲州市教育委員会が平成 20年 12月 ll日 から同 15日 まで実施した。その結果、縄文

式上器の散布や、縄文時代を中心とする竪穴建物跡や土坑などが確認されたことから、甲州市教育委

員会は再度調査対象地について峡東農務事務所と協議をおこない、甲州市教育委員会による現場監理

のもとで財団法人山梨文化財研究所が発掘調査を実施する体制にて、記録保存を目的とした緊急発掘

調査を実施することとなった。山梨県峡東農務事務所、甲州市教育委員会、財団法人山梨文化財研究

所による三者協定書を締結し、甲州市教育委員会は平成 20年 12月 19日 付けで、山梨県教育委員会

に文化財保護法 92条 に基づく埋蔵文化財発掘の届出を提出し、同年 12月 24日 から発掘調査に着手

した。

【調査体制】

○調 査 主 体

財団法人 山梨文化財研究所 理事長 沖永荘八

○調 査 担 当 者

平野 修 (財 団法人 山梨文化財研究所 考古第 3研究室長)

○発掘調査参加者 (五十音順)

大久保一吉、櫛原ゆかり、鮫田勝夫、高野まゆみ、

中込 榊、中澤 保、能登瑛志、萩原 忠、望月

○整理作業参加者 (五十音順 )

岩崎満佐子、角屋さえ子、櫛原ゆかり、須田泰美、

広瀬悦子、藤原五月、古郡 明、望月秀和

田中健二、 辻妙子、筒井

明、若林豊美、渡辺嘉子

竜沢みち子、西海真紀、林 紀子、

聡 、

○指導・監督・助言  甲州市教育委員会
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Ⅱ 調査の経過

平成20(2008)年

12月 24日 (水)甲 州市地内調査区の重機による表土層除去作業開始。

12月 25日 (木)笛 吹市地内調査区の重機による表土層除去作業。

12月 26日 (金)重 機による表土層除去作業すべて終了、凍結防止のため現場養生作業、年内は本日にて調

査終了。

平成21(2009)年

1月 6日 (火)本 調査再開。甲州市地内調査区から着手。人力による遺構確認作業開始。基準点およびグ

リッド設定。

1月 7日 (水)SDl新 設、同遺構掘 り下げ、出土遺物取上、撹乱掘 り下げ。

1月 8日 (木)SDl掘 り下げ、同遺構出土遺物個別写真撮影 し随時取上、同遺構調査区北側南面セク

ション写真撮影および光波測量。

1月 9日 (金)降 雪のため現場作業体止

1月 12日 (月 ) SDl掘 り下げ、同遺構出土遺物個別写真撮影し随時取上、土坑状遺構および撹乱掘 り

下げ。

l月 13日 (火)SKl・ 2・ 3新設、同遺構セクシヨン写真撮影、SDl南側セクシヨン写真撮影。

1月 14日 (水)SKl・ 2・ 3セ クシヨンおよびSDl南側セクシヨン光波測量、SK4新設、同セクシヨ

ン写真撮影および光波測量、SDl遺物出土状況および完掘、SK2・ 3完掘写真撮影。

1月 15日 (木) SK5～ 9新設、同遺構セクシヨン・完掘写真撮影および光波測量、笛吹市地内調査区

遺構確認作業および撹乱掘り下げ作業開始。

1月 16日 (金)笛 吹市地内調査区にて遺構確認作業、S11新設、同遺構南北セクシヨン写真撮影および

光波測量、遺物出土状況写真撮影および遺物取上、その他土坑状・ピット状・溝状遺構等掘り下げ。

1月 19日 (月 )甲 州市地内調査区の写真測量実施に伴う写真撮影および笛吹市地内調査区内グリッド設

定、甲州市地内調査区完掘全景等写真撮影、笛吹市地内調査区内S12お よびS K10～ 18新設、各遺構セ

クション写真撮影および光波測量。

1月 20日 (火)S11炉 跡調査、S12東西セクシヨン写真撮影および光波預I量、遺物出土状況写真撮影

および遺物取上、 S K 19～ 23新設

1月 21日 (水)S11・ 2柱穴ピット調査、S13・ 4新設、同遺構南北セクシヨン写真撮影および光波

測量、 S K 24～ 26新設、 S K 21・ 22・ 24セ クシヨン写真撮影および光波測量。

1月 22日 (木)S11完 掘状況写真撮影、S12炉跡調査、S K 25～ 28完掘写真撮影、S K 27～ 29新設、

X4～ 5Y8～ 9グ リッドエリア内遺構確認精査。

1月 23日 (金)S13・ 4柱穴ピット調査、同ピットセクシヨン光波測量、 S K 28等 完掘写真撮影、X4

～ 6Y9～ 10グ リッドエリア内遺構確認精査。

1月 26日 (月 )S K30～ 32新設、S12炉跡調査後完掘写真撮影、 S13・ 4完掘写真撮影、X4～ 6Y9

～ 10グ リッドエリア内遺構確認精査①

l月 27日 (火)S K 33～ 41新設およびセクシヨン写真撮影および光波測量、 S K30～ 31遺物出土状況兼

完掘状況写真撮影、SD2・ 3新設。

1月 28日 (水)S15新 設、S K 39等完掘写真撮影、SD2,3南西セクシヨン写真撮影および光波測量。

1月 29日 (木)S15東 西セクシヨン写真撮影および光波波1量、遺物出土状況写真撮影、炉跡調査、SD

4新設、同遺構セクシヨン写真撮影および光波浪1量機、X4～ 6Y9～ 10グ リッドエリア内遺構確認精査。

l月 30日 (金)S15柱 穴ピット調査および完掘状況写真撮影、 S K42～ 44新設、セクシヨン写真撮影お
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よび光波浪1量、SD2～ 4完掘状況写真撮影。

2月 2日 (月 )S16～ 10新設、 S K 45～ 51新設、S18'9'S K47～ 48東西セクション、S18・

S K 45～ 46南北セクション、S16。 9'S K 51南北セクション写真撮影、S K42～ 44完掘状況写真撮影。

2月 3日 (火)S18'9'S K47～ 48東西セクション、S18。 S K45～ 46南北セクション、S16・

9。 S K 51南北セクション光波測量、 S K 52新設、同遺構セクション写真撮影および光波測量、X6～

8Y10～ 12グ リッドエリア内遺構確認精査。

2月 4日 (水)S16'7・ 8・ 9遺物出土状況写真撮影および遺物取上、 S K 53～ 66新設、同遺構セ

クション写真撮影および光波測量、 S K 45～ 52完掘状況写真撮影。

2月 5日 (木)S16。 7・ 8・ 9。 10完掘状況写真撮影、 S K 67～ 69新設、同遺構セクション写真

撮影および光波測量、 S K53～ 69完掘状況写真撮影。

2月 6日 (金)X7～ 9Y12～ 15グ リッドエリア内遺構確認精査①

2月 9日 (月 )X8～ 10Y13～ 15グ リッドエリア内遺構確認精査。

2月 10日 (水)S K70～78新設、同遺構セクション写真撮影および光波測量、X8～ 10Y13～ 15グ リッ

ドエリア内遺構確認精査。

2月 11日 (木)S K70～ 73'75～ 78完掘状況写真撮影、 S K 79～ 80新設、同遺構セクション写真撮影お

よび光波測量、X8～ 10Y13～ 15グ リッドエリア内竪穴状遺構落ち込み掘 り下げ、調査区北東隅撹乱内

にて旧石器時代遺物を確認。

2月 12日 (月 )S111新 設、同遺構東西南北セクション写真撮影および光波沢1量、 S K 81～ 85新設、

同遺構セクション写真撮影および光波測量。

2月 13日 (火)S112・ 13・ 14新設、 S K 84～ 94新設、同遺構セクション写真撮影および光波測量。

2月 16日 (水)S111・ 12・ 13遺物出土状況写真撮影および遺物取上、S K 95～ 104新設、同遺構セクショ

ン写真撮影および光波測量、 S K 79・ 81・ 83'86～ 90。 104完掘状況写真撮影。

2月 17日 (木)S111・ 12・ 13・ 14完掘状況写真撮影、S111炉調査、S K 105～ 106新設、同遺構セクショ

ン写真撮影および光波測量、 S K 93・ 95～ 98・ 105完掘状況写真撮影。

2月 18日 (木)ラ ジコンヘリによる遺跡景観写真撮影および笛吹市地内調査区写真測量実施、同調査区完

掘全景写真撮影、X3～ 5Y6～ 8グ リッド域にて旧石器時代調査開始。

2月 19日 (木)S K 107～ 109新設、同遺構セクション写真撮影および遺物出土状況写真撮影および遺物取

上、S111,12,S K 106を 含む調査区南面セクション光波測量。

2月 20日 (金)降 雨のため現場作業休止、室内にてデータ整理。

2月 23日 (月 )X8～ 10Y14～ 15グリッド域において旧石器時代調査。

2月 24日 (火)S K107～ 109完掘状況写真撮影、X9～ 10Y14～ 15グ リッド域およびX4～ 5Y7グ リッド

域において旧石器時代調査。

2月 25日 (水)X9～ 10Y14～ 15グ リッド域をプレA地点としX4～ 5Y7グ リッド域をプレB地点とす

る、プレA地点東西南北セクション光波測量。

2月 26日 (木)プ レA地点およびプレB地点における遺物出土状況写真撮影および遺物取上、両地点に

おいて火山灰分析のための土壌サンプルを採取、 S Kl10～ 112新設、同遺構セクション写真撮影および光

波測量。

2月 27日 (金)S Kl10～ 112完掘状況写真撮影、プレB地点東西セクション写真撮影および光波測量、機器

材撤収作業。

3月 以降は、一部出土遺物洗浄作業および本報告書掲載用遺構図版を作成するための光波測量データの整

理作業をおこなった。
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Ⅲ 調査の方法と基本層序

発掘調査は、前述のとお り本調査実施予定地が甲州市 と笛吹市の両市にまたがっていることから、

「甲州市分調査区」 と「笛吹市分調査区」に分けておこなった。重機による表土剥 ぎ作業は、甲州市

地内調査区から実施 した。表土剥 ぎ終了後、開発対象地全体を覆うように国土座標にあわせて、南北

方向をX軸、東西方向をY軸 とし、 5mメ ッシュを基本とするグリッドを設定 した。南西隅を基点と

して、世界沢1地系座標 X=-39520.000、 Y=19680000を原点 (X=0、 Y=0)と している。グリッド

の名称は南北方向を南からXO,Xl'X2-・ 、東西方向を西からYOoYl・ Y2-。 とし、南西

隅を基点として、XlYlグ リッドと呼称 した。

遺構調査については、すべて人力にて覆土を除去 し、発生上のづ「出についても人力にておこなった。

確認された遺構は、構築年代の新 しいものから順次おこなったが、一部新旧関係が不明瞭な重複 した

遺構については、同時に調査をおこない、土層観察等によって新旧関係の決定をおこなった。出土 し

た遺物は、原位置が判明するすべての上器片や石器片等の遺物は、光波測量機によって各出土地点ご

とにナンバリングして取 り上げた。遺構の断面 (セ クシヨン)浪1量についても光波測量 とし、平面図

については、写真測量 も併用 した。測量図は光波測量は 1/20、 写真測量は 1/40を 基本 とした。

光波測量に用いた機器およびシステムは以下のとお りである。

○光波瀕1量機   TOPCON GTS-320F I A

Oデータコレクタ Panasonic TOUGHBOOK CF-18

0取 り上げ 。図化ソフト アイシン精機株式会社製 遺構 くん ai Ver l.50

なお、遺構の名称は、以下ような略称を使用した。

○竪穴建物遺構―。SI、 溝状遺構―。SD、 土坑およびピットー。SK、 不明―・SX
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第 2図 調査区グリッド図
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基本層序については、当該遺跡地が扇状地であるため、均一的な堆積状況ではないことを考慮に入

れつつ、旧石器時代の調査の際に笛吹市地内調査区東端部 (プ レA地点)での状況を示す。プレA
地点では、現表から約 ■8mの深度まで掘 り下げ、 I層 からⅧ層まで分層した。なお、笛吹市・甲州

市両地内の調査区ともに、土壌改良に伴う天地返しや、石の切 り出し等で広範に撹乱を受けてお り、

特に甲州市地内調査区では、表土層直下で基盤層の一つである黄褐色砂質上が露出したことから、こ

こでは、層序を示すことができない。土層色調標記については、『新版標準土色帳』13版 (農林省水

産技術会議事務所監修 小山正忠・竹原秀雄編 。著 1993)に 準拠している。

(基本層序説明〉

第 I層 表土層 (整地層・撹乱等も含む)遺物包含層、月ヽ礫・炭化物等含む、約 15 cmほ ど残存

第Ⅱ層 黒褐色砂質土 (10YR2/2)縄 文時代早期末以降の遺物包含層、炭化物粒、小礫、黄褐色土ブ

ロックを含む。

第Ⅲ層 褐色砂質土 (10YR4/6)縄 文時代遺構の掘 り込み層位、黄褐色土・黒褐色土ブロック、花聞

岩粒、炭化物粒含む。

第Ⅳ層 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土・黒褐色土ブロック、花闘岩粒、炭化物粒、 l alm大スコ

リアを含む。

第V層 黄褐色砂質土 (10YR5/6)暗 褐色土プロック、花尚岩粒、 1～ 2 Hlm大 スコリアを含む。炭化

物粒微量含む。

第Ⅵ層 明黄掲色砂質土 (10YR6/8)2～ 5 mm大スコリア、花筒岩粒 (第 V層 よりやや少ない〉含む、

風化した花尚岩・石英閃緑岩を含む。

第Ⅶ層 オリーブ褐色砂質土 (2.5Y4/6)月 礫ヽやや多く含む、花尚岩粒、 5 mm大スコリア極少含む、

風化した花筒岩・石英閃緑岩を含む。

第Ⅷ層 オリーブ掲色砂質土 (2.5Y4/4)月 礫ヽやや多 く含む、花闘岩粒含む、風化した花筒岩・石英

閑緑岩を含む。

――――__ど型_……………

?       (1ゃo)      早m

第 3図 基本層序図
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Ⅳ 遺跡の立地環境と周辺遺跡

物見琢遺跡は、甲府盆地東南部、御坂山地の北麓、笛吹市一宮町と甲州市勝沼町にまたがつて分布

する京戸川扇状地の扇頂部近 くに立地 している。遺跡の南側には蜂城山 (738m)、 南東側には茶臼山、

大沢山などがそびえ立ち、遺跡地の標高は480m前後を測る。京戸川扇状地は、北を田草川、南側を

京戸川および御手洗川によつて囲まれる矩形の扇状地で、甲府盆地に発達する扇状地の中では、最 も

傾斜の大きい急傾斜扇状地である。扇状地の上半部は、巨礫を含む土石流堆積物による土石流凸地で

あり、あたかも動物の背のように突出した高まりが幾重にも重なった状態で分布 してお り、地形の微

起伏が著 しい。まとまった平坦面 も少なく、遺跡 もこうした突出した高まりの地形面に立地 している。

扇頂部の水分付近には、諏訪池と呼ばれる湧水池があり、その池にまつわる雨乞いの風習が現在でも

残っているという。

京戸川扇状地には数多 くの遺跡が分布 している。旧石器時代の遺跡では、釈迦堂遺跡群の塚越 A

地区があり、ナイフ形石器、スクレーパー、ブレー ド、 ドリルなどが出土 している。縄文時代早期の

遺跡では、釈迦堂遺跡群琢越北Aお よびB地区で、神ノ木台式期、三口神平地区で下吉井式期の集落

跡が発見されている。縄文時代前期の遺跡では、釈迦堂遺跡群琢越北A地区で諸磯 a式期・ b式期の

集落が発見されている。縄文時代中期の遺跡では、釈迦堂遺跡群で中期初頭五領ケ台式期から後葉の

曽利式期の大規模集落跡が発見されている。特筆すべ きは、1,116個体に及ぶ土偶が出土 しているこ

とで、これら土偶は国の重要文化財に指定されている。縄文時代後期・晩期の遺跡は少ないが、釈迦

堂遺跡群琢越北B地区で後期初頭の竪穴建物跡が検出されている。

弥生時代の遺跡は、京戸川扇状地でもその下半部の泥流舌状地に主に分布 している。旧東八代郡一

宮町域の中尾条里遺跡 (亀沢遺跡)で後期の水田遺構が発見されている。田村遺跡では後期の方形周

溝墓が 1基検出されてお り、山梨県内で初めて発見された周溝墓 として学史的にも重要である。

古墳時代の遺跡では、扇頂部から扇央部にかけて千米寺・石古墳群 という群集墳が分布 している。

一宮町誌 (1977)の段階では総数 36基が確認されお り、その後の調査分析でかつては 68基の古墳が

存在 していたと確認されている。発掘調査された事例は少ないが、大塚古墳 と釈迦堂遺跡群琢越北△

地区で発見された釈迦堂 1号墳が発掘調査されてお り、 7世紀後半代の所産とされている。

奈良・平安時代の遺跡 も京戸川扇状地では調査夕Jが少ない。その中でも釈迦堂遺跡群釈迦堂地区で

鉄製人形や須恵器郭・蓋などが出上 した小竪穴遺構は、祭祀遺構 として注 目される。同遺跡群野呂原

地区で皇朝銭である隆平永宝を伴う9世紀後半代の竪穴建物跡が 1軒のみ検出されている。天神堂遺

跡では、 8世紀～ 9世紀代の竪穴建物跡 と掘立柱建物跡が発見されている。方形周溝墓が発見された

田村遺跡でも、 9～ 10世紀代の竪穴建物跡が検出されている。

中世以降の遺跡では、岩崎館跡が京戸川扇状地扇端部に位置し、館北縁に沿って坂戸川が南流 し急

崖を形成 している。昭和 50年 に勝沼バイパス建設に伴い実施された発掘調査では、15世紀初頭とさ

れる古瀬戸が出土 している。また蜂城山は山城、茶臼山は降火台とされている。
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第4図 周辺の遺跡 (国土地理院発行 1/25,000「 石和」使用)

第 1表 京戸川周辺の遺跡

1/20,000

1物見 塚 2日 向林 3山道 添 I鐙塚A 5鐙塚 B 6塚越北A
7三 口 神 平 3野呂原 9禾新 田 10西藤塚 11大築 地 1 2 jft屋 穀
13岩崎館跡 14御所畑 15天神堂 16上野 17白 ,I卜 寺平 18鉢塚吉墳
19藤井 田 20松本 21馬 込 22宮田 23地蔵 久 保 1 24地蔵久保2
25要神 26本木 27釈迦 堂 28若宮 29南屋致 30西 日

〕1西田 〕 〕2十三社 33田 村 34桜坪 35期 F田 36早川 氏 屋 敷

〕7中 尾 38桜坪 40大地蔵 41中 尾条里神ノ木 年2中尾条里 43"夏 E日

牛4卵ツ本 田 年5辻氏屋敷 年6竹之後 48福具寺 49写毛:

50古 町屋 71冨 士塚 52宮之上 53三本榎 54祝百 墳 群 55盲婦毛
う6東畑 テ7上三 口神 53桧山田 59蜂城山 60東泉寺跡
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V 発見された遺構 と遺物

甲州市分の調査区の実質的調査面積は 1403だで、発見された遺構は、 SD(溝 状遺構)1条 と、

SK(土 坑・ピット)9基 である。

1.SD(溝 状遺構 )

SDl(第 7図 )

(位置)Xl～ 2・ Yl～ 4グ リッドに位置 している。

(規模等)上端の幅員は最大で約 4mを測 り、確認面からの深さは最大で 1l mを 沢1り 、深さは一定

している。溝の断面形は底面付近がやや段をもつような鍋形を呈するが、上端にいくに従いラッパ状

に広がっている。

(重複・検出状況)SK2・ 3・ 5と 重複するが、新旧関係は不明。北東方向から南西方向に細かく

蛇行しながら流下している。検出された範囲内の中央部付近と南西端付近には、土石流に伴う人頭大

以上の礫が集中しており、砂礫の堆積も顕著であることから、自然流路の一部である可能性は極めて

高い。

本遺構は、土層観察に伴う砂礫層の存在から少なくとも3段階の変遷を辿ることができる。第 1段

階の砂礫層は、底面上約 30 cmの厚さで大型礫を含む砂礫が堆積 している。第 2段階の砂礫層は第 4

層中てみられ、厚さは 10 cm前後を測る。第 3段階の砂礫層は第 2層中でみられ、厚さは数cm程度の

ものである。出上している大半の礫は第 5～ 9層中から出上しており、出土した土器類も同層中から

大半が出上している。

(出土遺物)出土遺物は、縄文時代早期末から前期初頭、前期後葉、中期、土師器片までの時期差を

もつ土器群が出土しており、その大半が小片で、流勢によるローリング痕跡が著しい。よって出上し

た土器群は検出された周辺から流れ込んだものではなく、上流域から流下してきた可能性が高い。

(時期)自 然流路の性格上、幅広い時期の上器群が出土していることから、所属時期の特定は極めて

難しい。よって出土土器の中で一番新しい土師器の存在から、 9～ 10世紀以降の所産と考えておき

たい。

2.SK(土 坑・ ピッ ト)(第 8図 )

土坑は前述のとおり総計 9基検出されている。これら土坑は、出土遺物が皆無であるものがほとん

どで、唯一、SK6か ら打製石斧状石器が出土したに過ぎず、その時期や性格等を特定するのは非常

に困難な状況にある。

SKl
XO・ Y2・ 3グ リッ ドに位置 し、その半分以上が調査区外 にかかっている。平面形態 は不明で、現

存長軸規模は推定で約 lm、 確認面か らの深 さは約 60 cmを 測 る。出土遺物はな し。

SK2

Xl・ Y3グ リッ ドに位置 し、 SK3・ 5と 重複 し、 SK5を 切 り込んで構築。 SK3と の新旧関係

は不明。楕円形 を呈 し、現存長軸規模 は 1.2m、 短軸 1.lmを 測 り、確認面か らの深 さは最大で約 43

cmを 測る。出土遺物はな し。

SK3
Xl・ Y3グ リッ ドに位置 し、SK2・ 5と 重複 し、SK5を 切 り込んで構築。SK2と の新旧関係は不明。

楕 円形 を呈 し、長軸規模 は 90 cm、 短軸は 84 cmを 測る。出土遺物 はな し。

SK4
XO・ Y3グ リッ ドに位置 し、撹乱坑 によつて大半 を欠失 している。現存長軸規模 は 70 cm、 確認面
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からの深 さは約 20 cmを 測る。出土遺物はなし。

SK5
Xl・ Y3グ リッドに位置 し、 SK2,3と 重複 し、 SK2・ 3に切 り込まれている。平面形態およ

び規模 ともに不明。確認面からの深さは約 12 cmを 測る。出土遺物はなし。

SK6
X2・ Y2グ リッドに位置 し、不整楕円形を呈 し、長軸規模は 1.15m、 短軸は 0。96mを 測る。確認

面からの深さは、最大で約 15 cmを 測る。出土遺物は、打製石斧状石器が 1点出土 している。

SK7
X2・ Y8グ リッドに位置 し、 SK8・ 9と重複する。 SK8を 切 り込んで構築。隅九長方形を呈 し、

長軸規模は 1.2m、 短軸は 1.Omを 測 り、確認面からの深さは最大で 35 cmを 測る。底面に長軸 0,70m、

短軸 0.55mの規模を測る楕円形を呈する掘 りかたを有する。出土遺物はなし。

SK8
X2・ Y3グ リッドに位置し、SK7。 9と 重複する。 SK7に 切 り込まれ、SK9を 切 り込んで構築。

楕円形を呈 し、現存長軸規模は 75 cm、 確認面からの深さは 15 cmを 測る。出土遺物はなし。

SK9
X2・ Y3グ リッドに位置し、SK8に 切 り込まれている。楕円形を呈 し、現存長軸規模は 1.2m、 短軸 1.1

mを測 り、確認面からの深さは最大で約 43 cmを測る。出土遺物はなし。

第 2表 SK(土坑・ピット)一覧表

図
号

挿
番

位置
(Grid)

重 複
平面形態
( )=推定

(

[

長 軸 (m)
)=推定値
]=現存値

(

[

短 軸 (m)
)=推定値
]=現存値

深さ(m) 備  考

SKl 第8図 (OY2・ 3 徐 し (100)

SK2 第8図 XlY3・ 4 SK3・ 5、 SDl 不正楕円形 1.20

第8図 XlY3 SK2・ 5 (不正楕 円形 )

第8図 な し E070]

第8図 SK2・ 3、  SDl

第8図 (2Y2・ 3 な し 不正楕円形 1 15 0 96 打製石斧状石器

SK7 第8図 X2Y3 SK8 隅丸長方形

第8図 SK7・ 9 (精 円形) [0,75] (065)

第8図 X2Y3 楕円形 [0,70]
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Ⅵ まとめ

本調査区では、調査の結果、縄文時代早期末から前期後半代の所産と思われる土坑、ピット、溝状

遺構が検出されている。各遺構の検出総数は、土坑、ピット (SK)9基、溝状遺構 (SD)1条で

ある。本調査区は土壌改良による天地返しが著しく、遺物包含層はほとんど削平された状況で、遺構

の遺存状況も極めて悪い。出上した遺物の総量は、幅 34 cm、 長さ49 5 cm、 深さ26 cmの プラスチッ

クコンテナにして、 1箱の約 1/4程度で非常に少ない。

土坑・ピットからの遺物の出土はほとんどなく、唯一、SK9か ら打製石斧が 1点出上しているに

過ぎない。

一方、溝状遺構であるSDlは、自然流路と思われ、細かに蛇行しながら南束から北西方向に流下

している。流路内には巨礫を含む、かなりの流水量があったことを物語る砂礫層が認められる。

溝の規模は、幅約 3～ 4m、 確認面からの深さは約 lm前後を測る。堆積土の状況から、少なくと

も3時期にわたる変遷が認められ、最下層部の砂礫層からは縄文時代前期後半代を中心とする土器片

が出上している他、縄文時代早期末から前期初頭、中期の土器片もみられる また、同層位中からは

細片ながら9～ 10世紀の所産と思われる土師器片も出土している。

出上した土器は、いずれも水流による摩耗が著しく、本調査区内でも同時期の遺構が認められず、

上流域には日向林遺跡などの縄文時代前期の遺跡が存在することから、上流域からの流れ込みの可能

性が高い。本流路の所属時期については、溝という性格上その年代決定が難しく、出土遺物の年代お

よびその出土状態から、縄文式上器とほぼ同じ層位から出土している土師器片の存在から、現段階で

は9～ 10世紀以降の所産を考えざるを得ない。

最後に、極寒の中、現場作業に直接携わっていただいた作業スタッフの皆さんをはじめ、本調査全

般にわたりご指導、ご教示、ご協力をいただいた関係諸機関、各位には心から感謝申し上げるととも

に、今回の物見塚遺跡の発掘調査成果が、今後の山梨県における考古学研究進展の一助となれば望外

なる喜びである。

参考文献

小野正文他 1986『釈迦堂 I』 山梨県埋蔵文化財センター調査報告第 17集

釈迦堂遺跡博物館建設促進期成同盟会 1983『釈迦堂遺跡周辺分布調査報告書』

瀬田正明 1992P92第 4回特別展 縄文世界の形成』釈迦堂遺跡博物館

山梨県 1999『 山梨県史 資料編 2原始・古代 2』
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第 3表 出土遺物観察表

物
号

遺
番

土
点

出
地 種別 器種 部位・形態 整形・施文技法 (外 ) 調整技法 (内 ) 色 調 (外・内) 胎土 注 記

実測
番号

備 考

縄文 深鉢 胴 部 オデ オデ (外)明 褐 (内 )黒褐
やや粗 (自・赤・黒色粒子、繊
雀、小礫わずかに含む )

IOSDl-30 早～前期、下吉井式期か

縄 文 深鉢 口縁都
半裁竹管による連続刺突お
よび爪形文

ナデ 卜褐 (自・黒色粒子、雲母 )

縄 文 深 鉢 胴 部
揮捺沈線文 (半裁竹管
文)?、 ナデ

オデ こぶい黄橙 やや粗 (黒・白色粒子、雲母)

縄 文 深鉢 月厨部 電文、沈繰 ナデ こぶい赤褐
やや粗 (大粒 白色粒子、黒色粒
子、雲母 )

甫修孔あ り

縄 文 深鉢 胴 部 【節縄文 ナデ こぶい赤掲 やや粗 (自・黒色粒子、雲母 ) 10SDl-20

6 縄 文 深鉢 胴 都 半裁竹管による平行沈線 ナデ こぶい赤褐
やや粗 (自・黒色粒子、雲母、月
築わずかに含む)

10SDl-31

縄 文 深 鉢 胴部 尤線、ナデ ナデ 喝褐
やや粗 (自・黒・赤色粒子、雲
])

縄 文 深鉢 底 部 電文 ナデ 無掲
や゙粗 (大粒 自色粒子、黒色粒

子、雲母 )

縄 文 深鉢 胴部 電文 ナデ F褐 やや粗 (白・黒色粒子、雲母 )

縄 文 深鉢 底 部 亀文 オデ 褐ヽ やや粗 (白・黒色粒子、雲母 ) 10SDl-11

縄 文 深鉢 胴部 半載竹管による沈線 ナデ 音褐
やや粗 (大粒白色粒子、黒・赤色
笠子、雲母)

縄 文 深鉢 胴部 ナデ
密 (黒色粒子、大粒自色粒子、赤
ヨ粒子、雲母)

縄 文 深鉢 底 部 電文 ナ デ こぶい赤褐
やや粗 (大粒 自色粒子、黒色粒
冷)

縄文 深鉢 胴 都 条痕文 ? ナデ とぶい黄橙 やや粗 (白・黒色粒子、雲母) IOSDl-26

15 縄文 深鉢 月同部 カキロ? ナデ 罵褐 (雲母 自色粒子 ) IOSDl-14 5 命積痕

土師 郷 体部 ロクロナデ ロクロナデ やや粗 (赤・黒色粒子 )

石
長74・ 幅29・ 厚 1 3cm、

重さ373g 曳黄
『

材 :砂岩

縄文 深鉢 胴 部
電文、半散竹管による沈
宗、ナデ

ナデ よ褐
や゙粗 (大粒 自色粒子、黒色粒

冷、雲母 )

[OXOY3グ

縄 文 深鉢 胴部 亀文 ナデ 黒褐
生 (大粒白色粒子、黒色粒子、雲
ユ)

IOXOY3グ

縄文 深鉢 胴部 電文 ナデ 月赤褐 やや粗 (白・黒色粒子、雲母 ) [OXlY2グ

縄 文 深 鉢 打同都 電文、連続刺突文 ナデ 音赤褐 やや粗 (自・黒色粒子、雲母 ) [OXlY2グ

縄文 深鉢 胴部 電文 ナデ こぶい褐 や゙粗 (白・黒色粒子、雲母) [OXlY2グ

縄 文 深 鉢 】同都
凰文、半載竹管による沈
泉、ナデ

ナデ
やや粗 (大 粒 白色粒子、黒色粒
千、雲母 )

10XlY3グ

縄文 深鉢 胴部 条痕文 ? ナデ 辰褐 (黒・ 白 赤色粒子、雲母 ) 1∝ lY3グ
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1黄褐色砂質土(10YR5/6)
2褐 色砂質土(10YR4/4)黄褐色土粒含む、炭化物少含む

3褐 色砂質土(10YR4/6)黄褐色土粒多 く含む

4責 褐色砂質土(10Y酪 /8)

5に ぶい黄褐色砂質土(10YR4/31黄褐色土粒多 く含む、小礫少含 む

6に ぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)責褐色土粒 おヽ礫 ともやや多 く含 む

7に ぶい黄褐色砂質土はOYR4/3)黄 褐色土ブロック、小礫含む

8黒 褐色砂質土(10YR3/2)黄褐色土小ブロック、砂粒含む

9褐 色砂質土(10Ⅶ鼈 /6)黄 褐色土小ブロック、砂粒含む

10砂礫

11砂礫

9
ど △

R/10

掲色砂質土(10YR4/6)責褐色土粒含む

褐色砂質土(10YR4/6)黄褐色土ブロック多 く含む、砂礫一部含む

褐色砂質土(10YR4/4)黄褐色土粒含む

にぶい黄褐色砂質土(10YR5/4)砂 礫含む

5暗 褐色砂質土(10YR3/3)黄褐色土粒、小礫含む

6暗 褐色砂質土(10YR3/3)責褐色土ブロック含む、砂礫少含む

7暗褐色砂質土(10YR3/9黄褐色土多 く含む、砂礫含む

8暗 褐色砂質土(10YR3/4)黄褐色土ブロック含む、小礫含む

9に ぶい責褐色砂質土(10YR4/3)責褐色土ブロック含む、小礫含 む

10褐色砂質土(10YR4/4)黄褐色土ブロック含む、小礫含む

11にぶい責褐色砂質土(10YR5/4)黄褐色土ブロック多 く含む

12砂礫

m

第 7図  SDl
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SKl

十] /

1褐色砂質土(ЮYR4/4)花 商岩粒、

炭化物粒含む

2暗掲色砂質土(10YR3/3)花 尚岩粒、

責褐色土小プロック、スコリア含む

3暗褐色砂質土(ЮYR3/4)花 両岩粒、

黄褐色土小ブロック、スコリア含む

Ⅳ 暗褐色砂質土(10YR3/3)
黄褐色土 黒褐色土ブロック、

花尚岩粒、炭化物粒、lmm大 スコリア含む

SK4

1褐色砂質土(10YR4/6)
責掲色土粒、花尚岩粒含む

2に ぶい黄褐色砂質土(ЮYR4/31
黄掲色土プロック含む

SK2・ 5

べ

鷲 募
妻 ラ 篭 著

ず

820m

SK2

1に ぶい責褐色砂質土(10YR4/31責 褐色土粒、花筒岩粒含む

2掲色砂質土(10YR4/4)花尚岩粒、小礫 黄褐色土ブロック含む

3褐色砂質土(10YR4/6)黄褐色土 ブロック含む

SKフ・8,9

8m

1褐色砂質土(10YR4/6)
責褐色土粒、花尚岩粒含む

2にぶい黄褐色砂質土(10YR5/4)

【~十堅単型~~」 m

SK3

SK6

1褐色砂質土(10YR4/6)
責褐色土粒、花商岩粒含む

2に ぶい責掲色砂質土(10YR4/3)
責褐色土小ブロック含む

SKフ
くSK7>

1褐色砂質土(10YR4/6)黄褐色土粒、花蘭岩粒含む

2にぶい責褐色砂質土(10YR4/3)黄褐色土小プロック含む

<SK8>

1に ぶい責褐色砂質土(10YR5/4)花商岩粒含む

くSK9>

1褐色砂質土(10YR4/6)責褐色土粒、花商岩粒含む

2にぶい責褐色砂質土(10YR4/3)黄褐色土小ブロック含む

第 8図  SK

十―rs
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図版 1

遺跡違景 (南から)

遺跡違景 (西から)



物見塚遺跡全景 (合成、上が北 )

物見塚遺跡調査区全景 (合成、上が北)



図版 3

SDl完掘 (南西から)

SDl完掘
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図版 4
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SDl北側南面セクション SDl南側セクション

SDl内巨石出土状況 SDl遺物出土状況

SDl遺物出土状況 SDl遺物出土状況

SDl遺物出土状況 SDl遺物出土状況



図版 5

SDl遺物出土状況 SDl遺物出土状況

SDl遺物出土状況 SKl完掘

SK2・ 3:忍〕冨

SK5:忍 ;屈

SK4:患才屈

SD6完掘、遺物出土状況



図版 6
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図版 7

調査風景 (1)
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図版 8

出土遺物 ※番号は遺物挿図番号と対応
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